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以下の各問に答えよ. 試験時間 15分.

注意 1. 答えだけでなく途中式も残してください. 2. 周りとの相談, ノート参照など不可.

1. 自然対数 eを底とする指数関数 y = eax(aは定数)について, 微分 y′ = aeax であったことを思

い出そう. r(t) =

(
t,
√
2et,

1

2
e2t

)
で表される曲線 C について, 以下の問いに答えよ．

(1) 接線ベクトル
dr

dt
を求めよ.

(2) 曲線 C 上の t = 0における点 P(0)から, t = 1おける点 P(1)までの, 曲線の長さ sを求めよ.

問題作成: 植松 哲也 (utetsuya@08.alumni.u-tokyo.ac.jp)



2. ベクトル関数 r(u, v) = (u, v, uv) で表される曲面 S を考える. S の (u, v)に対応する点 Pに

おける単位法線ベクトルを求めたい.

(3) 曲面 S 上の u-曲線の接線ベクトルである
∂r

∂u
と, v-曲線の接線ベクトルである

∂r

∂v
をそれぞれ

求めよ.

(4) (3)の結果を用いて, 曲面 S の単位法線ベクトル n = ±

∂r

∂u
× ∂r

∂v∣∣∣∣∂r∂u × ∂r

∂v

∣∣∣∣ を求めよ.

3. スカラー場 φ = x2 + y2 + z2 と点 P(1, 2, 1) に対し, e = (0, 1, 0) 方向への方向微分係数

(gradφ)P · e を求めよ.


